
 

 

委任状 
 

○○年○○月○○日 

 

(あて先)●●●● 

     

 

委任者 住所 厚木市○○○○１－２－３ 

 

氏名 ○○○○株式会社 

代表取締役社長 厚木 太郎   印 

 

 

 

  私は、下記の者を代理人と定め、下記の事業所における●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●の権限を委任します。 

 

  なお、今後申し出のない限り、当該委任内容は○○○○株式会社厚木工場長に継

続して委任することとします。 

 

 

 

記 

 

 

代理人 住所   厚木市○○○○６－５－４ 

 

 職・氏名 ○○○○株式会社厚木工場 

工場長 ○○ ○○ 

 

 

事業所 所在地  厚木市○○○○６－５－４ 

 

 名称   ○○○○株式会社厚木工場 

  

（説明入） 委任状作成例 

委任した日を記入。 

あて先は、委任する内容で異なる。 

指定事業所関係 …「神奈川県知事」 

それ以外 …………「厚木市長」 

委任する権限の範囲（法律や条例の名称、
条名、手続行為の種類等）を明記する。 

 

継続して代理人の職位（肩書き）に 

委任する場合は、その旨を明記する。 

※文言の例は、次ページ参照 
委任する権限の範囲に「押印の必要な手続
行為」が含まれる場合は、代表者印を押す。 



委任する権限の範囲を明記する際の文言例 

※法律や条例の名称、条名（第○条第○項）、手続行為の種類等を明示し、手続行為（申請・届

出・報告等）のうち、どの範囲の権限を委任するのか明確にしてください。 

 なお、委任状を提出した場合でも、法的責任は法人代表者にありますので御注意ください。 

 

 

例１．複数の法令の手続行為について委任①（手続の種類で限定した場合） 

「水質汚濁防止法に規定する全ての届出」と「神奈川県生活環境の保全等に関する条例に規定

する全ての申請・届出・報告」を対象とした文言例 

 

「水質汚濁防止法に基づく届出、並びに神奈川県生活環境の保全等に関する条例に基

づく申請、届出及び報告に関する一切の権限を委任します。」 

 

 

例２．複数の法令の手続行為について委任②（施設の種類で限定した場合） 

「水質汚濁防止法に規定する特定施設に係る全ての届出」と「騒音規制法に規定する特定施設

に係る全ての届出」を対象とした文言例 

 

「水質汚濁防止法に基づく特定施設に係る届出、及び騒音規制法に基づく特定施設に

係る届出に関する一切の権限を委任します。」 

 

 

例３．１つの法令の手続行為について委任①（事業所の種類で限定した場合） 

「神奈川県生活環境の保全等に関する条例に規定する指定事業所に係る全ての申請・届出・報

告」を対象とした文言例 

 

「神奈川県生活環境の保全等に関する条例に基づく指定事業所に係る申請、届出及び

報告に関する一切の権限を委任します。」 

 

 

例４．１つの法令の手続行為について委任②（条名で限定した場合） 

「水質汚濁防止法第５条第１項、第７条、第 10 条に規定する届出」を対象とした文言例 

 

「水質汚濁防止法第５条第１項、第７条及び第 10 条に基づく届出に関する一切の権

限を委任します。」 

 


